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前回の内容（第 3 回検討委員会 １１月９日） 
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最後のふりかえり意見 
 
 
・条例作成にあたっては、地域マネージャーを活用するルールを検討していきたい。 

・自分が主役になれるようものをもちたい。 

・得意分野のボランティア登録。 

・対馬を好きにならないといけない。 

・アンケートをとった方がよい。（市民に） 

・自分で何かをやっていこうという意識。 

・自分が主役になりたくない→なりたいとは思わない。 

・リーダー育成の必要性を認識。 

・自分自身が一歩ふみ出す勇気。 

・行政に関心をもっていただきたい。 

・好きな分野をやってみる。 

・自分にできることをみつける。できることが証明できるような場があったらよい。 

・若い人、女性の方が少ない。そういった方を入れて頂ければ。 

・自分が主役になれるのだろうかと思っていた。対馬市を知る。自分の意見が言える。

 これができれば。 

・自分自身が市民となって主役になっていければ。情報交換のとりまとめ役（アドバ

イザー） 

・主役となると難しい！知識を身につけること。いろんな所に積極的に参加すること。

・自然体で何か進められれば。 

・「参加」は非常に大事。出席ではなく参加。自分のできることバンク 

・己が責任をもつこと。 

・人が集う場づくりが必要ではないか。モラルと道徳心。 

・意見を聞く場が勉強になった。周囲に輪を広げていきたい。 

・ワークショップに参加することは非常に大事だと感じた。 

・対馬を好きになる知り合い、仲間ができる。リーダーができる。知識ができる。 

 末端からの意見が出た方がいい。 

・若い人への発信が必要。積極的に前に出よう。 

・次の世代に引き継ぐ、バトンタッチ→次世代がいなくなっている。引退することが

必要（次世代へ繋ぎだい） 

・お互いが責任を持つこと、リーダーづくり。 

・リーダーが必要。 

・成功する人を更に押し上げている、地域全体への広がりが必要ではないか。 

・自身をもって参加し、発信することが大事。 

・地域づくりににくまれ役は大事。それぞれあった役割をもつ。 

・地域にあった取組みを少しずつやっていくことが大事。 

・事業を通じて何か役立てないか。 

・１つの方向性を決めていく必要がある。 

・韓国に関する分野を条例に入れるべきではないか。 
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１．開催の目的 

   幅広い年代からの意見を生かした条例づくりを進めるため、これから

の対馬を担う青年及び女性からの意見聴取を行うことを目的に開催 

 

２．開催日時・会場 

 平成２２年１２月２３日（木） 豊玉文化会館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告（１）女性及び青年の集いについて 
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（仮称）対馬市市民基本条例検討に係るアンケート調査について 

 

１．アンケートの目的 

（１）第２回､第 3 回（仮称）対馬市市民基本条例検討委員会において、

「これからの対馬のために大切にしたいこと」「市民が主役となるため

に自分自身に何が必要でしょうか」と題し、ワークショップを開催し、

意見のとりまとめを行ったが、同様の内容について、意見聴取する。 

 

（２）（仮称）対馬市市民基本条例に盛り込む項目に関し、意見聴取する。

 

２．調査方法 

（１）市民アンケート調査 

・対馬市内に居住する１８歳以上の男女（H22.3.31 現在） 

・対馬市の住民基本台帳から２，０００人を無作為に抽出 

 

（２）対馬市職員アンケート調査（デスクネット（職員回覧板）に掲載）

 

（３）高校生アンケート調査（高校へ依頼） 

 

３．調査期間 

 （１）１月下旬～2月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告（２）アンケート調査について 
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アンケート調査票 
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Q２ あなたは、これからの対馬のために大切にしたいことは、どんなことだ 

と思いますか？ （複数回答可） 

（  ）自然環境を守っていくこと 

（  ）地域経済の活性化 

（  ）観光の振興（交流人口拡大） 

（  ）第1次産業（農林水産業）の振興 

（  ）韓国との関係 

（  ）先人達からの学び（雨森 芳洲先生・陶山 訥庵先生） 

（  ）地域の絆 

（  ）協働のまちづくりの推進（地域マネージャー制度） 

（  ）その他（                           ） 

 

Q３ あなたは、市民が主役のまちづくりを進めていくため自分自身に何が必 

要だと思いますか？ （複数回答可） 

 （  ）対馬のことを知る、好きになること  

（  ）地域の活動に積極的に参加すること 

（  ）ボランティア意識を持つこと 

（  ）自己の発言や行動に責任を持つこと 

（  ）地域コミュニティに積極的に参加すること 

（  ）市政へ関心を持つこと  

（  ）その他（                            ） 
 

Ｑ４ あなたは市民が主役のまちづくりを進めていくために、どのような事柄 

を検討すべきだと思いますか？（複数回答可）  

（  ）それぞれ（市民、行政、議会等）の役割や責務について 

（  ）市の政策を検討する際の市民参加のあり方  

（  ）市の事業を実施する際の市民参加のあり方  

（  ）行政情報の公開や説明のあり方  

（  ）市民の声を反映する行政のあり方  

（  ）コミュニティ活動での市民参加のあり方  

（  ）その他（                            ） 

 

Q５ あなたは対馬市がもっと良くなるためにどんなことが必要だと思いま 

すか？ 
 

 
 
 
 
 

ご協力ありがとうございました。 
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これからの対馬のために私たちが大切にしたいこと 
(仮称)対馬市市民基本条例 前文(案) 

 
私たちの島、対馬は、古の時から大陸との人、モノ、文化の交流

の窓口となり、時代の局面の架け橋として、海峡に位置する独特な
地理的環境をもって歴史をつなぐ重要な役割を果たしてきました。
また、島という環境が希少価値ある多様な動植物の命を育み、絆で
支え合う人々の生活、豊かな自然の恵みからなる産業、個性と特色
ある文化を生み出してきました。 
島内外との多様なつながりの中で生きてきた対馬の先人たちは、

大陸との交流や日々の暮らしの中から得た知見を今でも私たちに伝
えています。雨森芳洲の「誠心交隣」や陶山訥庵の偉業は、時代を
超えた今でもあせることなく私たちの中で語り継がれてきています。 

そして、行政として別々であった６つの町は、平成の大合併を経
て「対馬市」として一つとなりました。しかし、私たちは今、島に
住む者として「ひとつ」になっているでしょうか。自然への畏敬の
念やもてなしの心や思いやりの気持ちを抱いているでしょうか。地
域の絆や人とのつながりを失ってはいないでしょうか。時代の変化
が激しい昨今、人々の輪が崩れ、迷い、寂しい思いを抱く「無縁社
会」は、決して他人事ではなく、私たちの生活の中にも忍び寄って
きています。 
今こそ、島に生きる人々の絆を紡ぎ直し、明日を担う世代が誇り

を持って「私の故郷は対馬」と胸を張れるようにしていくために、
これまで以上に市民が市政に関わる、新たな仕組みづくりが必要で
す。 
そこで、更に市民協働を推進し、地域主権を確立するためには、

市民、議会、行政のそれぞれの役割や責務を明確にするとともに、
これからの私たちが主体的にめざすまちづくりの方向性を示す最高
規範として、ここに対馬市市民基本条例を制定します。 
 
※目的案 
（目的） 
第１条 この条例は、対馬市における個性豊かで活力に満ちた社会
を構築していくために、基本理念および基本原則を明らかにすると
ともに、市民、議会および行政の役割と責務ならびに情報共有と市
民参画と協働による自治の基本的事項を定めることにより、地域主
権をめざした市民主体のまちづくりの実現を目的とする。 
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議題（１）条例の前文及び目的について（たたき台） 


